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研究の背景及び目的

研究の目的

大阪府下の農空間保全協議会に着目し、そ
こでの都市農地を媒介とした交流の実態を把
握することとした。

研究の背景

・都市農地が市街地の進展に伴い年々減少し
ている。

・都市農地は都市住民にとって身近な緑地空
間であり、その価値が再認識されつつある。

・都市農地の保全には、地域内外の住民との
各種交流活動を通じた農空間への意識の醸
成を図ることが求められている。

大阪府下の農空間保全協議会

・大阪府下の農空間保全地域内
・多面的機能支払交付金を活用
・農業・農地の有する多面的機能の維持・発
揮を図るための地域の共同の活動に取組む
団体

多面的機能支払交付金

①農地維持支払交付金
水路の泥上げ、農道の路面維持等

②資源向上支払交付金：
農村環境保全活動
生態系保全、景観形成、緑化活動 等

多面的機能の増進を図る活動
生き物調査、地域住民との交流活動 等



協議会の取組実態：調査方法

調査対象

・大阪府下の農空間保全協議会：48団体(2021年時点)

調査方法

・令和3年度継続地区(農地維持活動のみ)
・令和3年度資源向上活動取組：活動報告書等資料
・大阪府環境農林水産部へのヒアリング調査(2024年10月～11月)

調査項目

「立地位置」「設立年」「団体の管理対象面積」 「交付金内訳」
「主な構成員」「活動開始前の状況や課題」
「取組内容」「効果」
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地域内外の交流実態：調査方法

調査対象

・大阪府下の農空間保全協議会の取組内容から
地域内外の住民や各種交流団体との交流活動：44団体

調査方法

・交流活動が確認できる活動報告書からの読み取り

調査項目

「交流内容」「交流相手」「交流による効果」

解析方法

・各団体の交流内容から、タイプ分類
・交流相手に対する交流内容毎の効果



地域内外の交流実態：調査方法
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交流内容 協議会名

交流内容

農作業
体験

農地維
持の共
同作業

農
業
指
導

景観作
物の共
同作業

景観作物
の観察

環
境
学
習

イベント
の開催

農作業単一型

横山地区農空間保全協議会 ●
鳥飼八町農空間保全活動委員会 ●
東条農空間保全協議会 ●
嬉農空間保全協議会 ●

農作業複数型

鉢ヶ峰農空間保全協議会 ●
高槻東部農空間守ろう会 ●
三箇牧地区農空間保全協議会 ●
清児地区農空間保全協議会 ●
畑田寛農会 ● ●
喜志地区農空間保全協議会 ●

地域内外の交流実態：結果

等9団体

等22団体

●
●●

● ●
● ●

●
● ● ●

景観作物
共同作業
単一型

能勢町東地域農地・水環境保全組織 ●
能勢町西地域農地・水環境保全組織 ●
日根野地区農空間保全協議会 ●
名越地区農空間保全協議会 ●

景観作物
共同作業
複数型

上之郷地区農空間保全協議会 ● ●
久米田池地区農空間保全協議会 ● ●
神於山地区農空間保全協議会 ● ●
岡本地区農空間保全協議会 ●

等9団体

4団体



交流内容 協議会名

交流内容

農作業
体験

農地維
持の共
同作業

農
業
指
導

景観作
物の共
同作業

景観作物
の観察

環
境
学
習

イベント
の開催

農作業複数型

そしろ地区農空間保全協議会 ● ●
黒鳥地区農空間保全協議会 ● ●
長滝地区農空間保全協議会 ● ●
大木農空間保全協議会 ● ●
河南西部農空間保全協議会 ● ●
長峰地区農空間保全協議会 ● ●
木積地区農空間保全協議会 ● ●
鉢ヶ峯農空間保全協議会 ● ●
大平寺地区農空間保全協議会 ●
陶器北地域農空間保全協議会 ●
上代町農地・緑地を守る会 ●
一之井水利グループ ●
高槻東部農空間守ろう会 ● ● ●
三箇牧区農空間保全協議会 ● ● ●
清児地区農空間保全協議会 ● ● ●
畑田寛農会 ● ● ●
三宅地区農空間保全協議会 ● ● ● ●
喜志地区農空間保全協議会 ● ● ● ●
穂谷地区農空間保全協議会 ●
北加納地区農空間保全協議会 ●
牧農空間まもろう会 ● ●
須賀地区農空間づくり協議会 ● ●

農作業複数型：結果



農作業複数型

協議会名 交流内容 交流相手 交流による効果

喜志地区農空間保全
協議会

・近隣小学校の5年生による田植え、稲刈
り体験の実施

・収穫体験
・施設の勉強会

地元小学校
地域住民(非農家)

・農業に対する理解の増進や啓発
につながる

清児地区農空間保全
協議会

・遊休化が懸念される農地でジャガイモ
栽培やコスモス植栽を行う

・地域住民を対象とした収穫体験や花摘
み会を開催する

・地域住民の交流活動に積極的に取り組
んでいる

地域住民(非農家)
・協議会のメンバーの励み
・地域ぐるみの農空間保全が図ら

れている

高槻東部農空間
守ろう会

・地区内小学校において、水路・ため池
の生き物調査や水質調査等の調べ学習
への協力や、学習田・じゃがいも掘り
などの体験を通して、農業に親しむ機
会を作っている

・水路・樋門周辺に繁茂する外来生物を、
市の学芸員や市民ボランティアととも
に除去作業を月2回ペースで行なった

地元小学校
地域外住民
(市の学芸員・市民
ボランティア)

・特定外来生物の拡散の抑制
・生態系や農業への被害の低減に

つながっている
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市の学芸員や市民ボランティアととも
に除去作業を月2回ペースで行なった

地元小学校
地域外住民
(市の学芸員・市民
ボランティア)

・特定外来生物の拡散の抑制
・生態系や農業への被害の低減に

つながっている

農作業複数型



交流内容

交流相手

地域内 地域外

地域住民(非農家)
幼稚園・
保育園

小学校
中学校・
高校

地域外住民
地域外

団体(農作
業応援団)

地域外
団体

(NPO法人)

農作業体験

・農業への理解促進
・食糧生産の大切さの

意識づけ
・景観保全に対する意

識の向上

・農業へ
の理解
促進

・交流す
る機会
の創出

・農業への理解促進
・食糧生産の大切さの意識づけ
・農空間に対する意識の向上
・参画への理解促進
・景観保全に対する意識の向上
・交流する機会の創出

・農業へ
の理解
促進

・交流す
る機会
の創出

・農業への
理解促進

・参画への
理解促進

・農業へ
の理解
促進

・参画へ
の理解
促進

・交流す
る機会
の創出

・継続のた
めの地盤
形成

農業指導
・農業への理解促進
・労力の低減

環境学習
・特定外来生物の拡散の抑制
・生態系や農業への被害低減

・特定外来
生物の拡
散の抑制

・生態系や
農業への
被害低減

イベント
の開催

・農業への理解促進
・食糧生産の大切さの

意識づけ
・農空間に対する意識

の向上
・交流する機会の創出

・農業への理解促進
・食糧生産の大切さの意識づけ
・交流する機会の創出

・農業へ
の理解
促進

・交流す
る機会
の創出

・地区の認
知向上

・地域の活
性化

農作業複数型：交流相手に対する交流内容毎の効果



交流内容 協議会名

交流内容

農作業
体験

農地維
持の共
同作業

農
業
指
導

景観作
物の共
同作業

景観作物
の観察

環
境
学
習

イベント
の開催

景観作物
共同作業複数型

上之郷地区農空間保全協議会 ● ●

久米田池地区農空間保全協議会 ● ●

神於山地区農空間保全協議会 ● ●

岡本地区農空間保全協議会 ●

景観作物共同作業複数型：結果



協議会名 交流内容 交流相手 交流による効果

上之郷地区農空間保全
協議会

・町会と共同で水路の泥上げを実
施

・地元小学校と連携し、植栽等の
活動を展開

地元小学校
地域団体
(町会・自治会・消防団)
地域住民(非農家)

・非農業者への普及・啓発
が図られている

久米田池地区農空間保全
協議会

・久米田池全体の景 観及び環境
保全活動として、ガマの花穂摘
み取り作業

・遊歩道と西堤公園の植栽活動の
実施

地域団体
(町会・自治会・消防団)
地域住民(非農家)

・農家の負担軽減
・営農環境の改善が期待できる
・景観保全に対する意識が向上
・不法投棄が少なくなることが

期待できる

景観作物共同作業複数型



景観作物共同作業複数型：交流相手に対する交流内容毎の効果

交流内容

交流相手

地域内

地域住民(非農家) 地域団体(町会・自治会・消防団) 小学校

景観作物
の共同作業

・農業への理解促進
・地域の活性化
・農空間に対する意識の向上
・交流する機会の創出
・参画への理解促進
・景観保全に対する意識の向上
・不法投棄防止

・農空間に対する意識の向上

農地維持
の共同作業

・農業への理解促進
・営農環境の改善
・労力の低減
・景観保全に対する意識の向上
・不法投棄防止
・交流する機会の創出

・農業への理解促進
・農地維持活動の充実
・営農環境の改善
・労力の低減
・交流する機会創出

・農業への理解促進

景観作物
の観察

・農空間に対する意識の向上



都市農地を媒介とした交流形態

交流活動の効果

・都市農地保全の担い手不足が大きな課題となる中で、農空間保全協議会は農地維持活動を土
台としつつ農作業体験等の交流活動を行うことにより、地域住民に対する農空間への意識の
向上といった効果が見られた。

交流相手に対する交流内容毎の効果

・農作業体験では、地域内の住民や子ども達に対して、農業そのものへの理解を促進させると
共に、地域ぐるみの農空間保全へと発展させることできる。

・農作業体験の他に、イベント等の交流活動が加わることで、地域内外の住民や各種団体に対
する地区の認知へとつながる。

・景観作物共同作業に加えて、農地維持活動に地域団体が関わることで、農業者の労力の低減
が図られ、ため池や水路、農道等の共同管理につながる。
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